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「
ツ
ボ
の
力
で

Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
を
得
～
る
」
初
開
催

　

平
成
二
十
九
年
八
月
九
日
（
水
）

十
六
時
十
五
分
～
十
九
時
。
Ｊ
１
の
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
あ
る
大
宮
ア
ル

デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
。
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｋ
５
ス
タ
ジ
ア
ム
内
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
に
て
、
地
元
を
同
じ
く
す
る
本
校

が
ク
ラ
ブ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
無
料

ツ
ボ
体
験
の
ブ
ー
ス
出
店
を
行
っ
た
。

　

Ｆ
Ｃ
東
京
と
の
試
合
観
戦
に
来
場
さ

れ
た
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
サ
ポ
ー

タ
ー
に
対
し
て
、「
ツ
ボ
の
力
（
Ｐ
ｏ
ｗ

ｅ
ｒ
）
で
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
を
得
～
る
（
ｙ
ｅ

ｌ
ｌ
）」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
お
ら
が

街
の
チ
ー
ム
を
元
気
に
応
援
出
来
る
よ

う
に
、
ツ
ボ
シ
ー
ル
（
セ
イ
リ
ン
社
製

Pyonex ZERO

）
を
手
と
肘
に
貼
付
す

る
治
療
体
験
を
実
施
し
た
。

　

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ 

対 

Ｆ
Ｃ
東

京
の
公
式
来
場
者
数
一
万
千
百
十
五

人
の
内
、
約
三
時
間
弱
で
延
べ
人
数

三
百
八
十
六
人
の
来
客
者
に
恵
ま
れ
た
。

　

幼
稚
園
児
～
六
十
歳
以
上
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
に
、
治
療
体
験
を
通
じ
て
、

鍼
灸
認
知
度
向
上
の
普
及
活
動
が
達
成

で
き
た
。
体
験
ブ
ー
ス
の
前
を
通
っ
た

約
一
万
人
に
対
し
て
本
校
の
活
動
の
存

在
を
気
に
か
け
て
も
ら
え
た
こ
と
と
思

う
。

　

治
療
体
験
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ

た
本
校
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
学
生

三
十
三
名
、
卒
業
生
一
名
）
の
声
を
幾

つ
か
紹
介
し
た
い
。

・
鍼
治
療
は
怖
い
、
痛
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
だ
っ
た
の
に
、ツ
ボ
シ
ー
ル
に
よ
っ

て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
だ
い
ぶ
変
わ
っ

た
と
い
う
声
を
聴
け
た
。

・
ツ
ボ
シ
ー
ル
で
も
初
め
て
鍼
の
体
験

す
る
方
へ
の
言
葉
の
選
び
方
に
苦
慮

し
た
こ
と
も
勉
強
に
な
っ
た
。

・
ツ
ボ
の
場
所
や
効
能
に
興
味
を
持
っ

て
話
を
聞
い
て
く
れ
た
方
が
多
く
い

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
等
々

本
校
学
生
が
嬉
々
と
し
て
活
動
に
取

り
組
ん
で
く
れ
た
様
子
に
企
画
の
意

義
以
上
の
体
験
が
得
ら
れ
た
様
に
私

は
感
じ
た
。

雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
、「
ツ
ボ
の
力
で

Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
を
得
～
る
」
二
回
目

　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
一
日
（
土
）　

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
、
再
度

本
校
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し

た
。
二
年
生
及
び
三
年
生
の
学
生
有
志

十
四
名
、
教
職
員
四
名
が
参
加
し
た
。

　

Ｊ
１
リ
ー
グ
第
二
十
九
節
の
時
点
で

十
八
チ
ー
ム
中
十
七
位
、
Ｊ
１
残
留
争

い
の
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
。
優
勝
戦

線
に
残
る
た
め
、
勝
ち
点
を
取
り
こ
ぼ

せ
な
い
三
位
柏
レ
イ
ソ
ル
の
戦
い
。
台

風
二
十
一
号
の
影
響
で
雨
が
し
と
し
と

降
る
中
、
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
戦
い

を
強
い
ら
れ
る
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

サ
ポ
ー
タ
ー
。
愛
す
る
チ
ー
ム
を
元
気

に
応
援
出
来
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
サ

ポ
ー
タ
ー
同
様
に
奮
闘
し
た
。

学
生
達
は
こ
の
シ
ー
ル
に
ど
ん
な
効
果

が
あ
る
の
か
。
ど
う
し
て
手
（
合
谷
穴
）

に
貼
る
の
か
。
鍼
灸
の
専
門
学
校
で
ど

ん
な
事
を
学
ぶ
の
か
。
そ
れ
ら
を
初
め

て
ツ
ボ
シ
ー
ル
を
体
験
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
々
に
苦
心
し
な
が
ら
も
楽
し

ん
で
説
明
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　

地
元
大
宮
を
拠
点
と
す
る
本
校
の
学

生
に
と
っ
て
は
、
微
力
な
が
ら
も
世
間

へ
の
鍼
灸
の
認
知
度
の
向
上
が
目
的
だ
。

本
活
動
を
通
じ
て
、『
説
明
と
同
意
』
の

大
変
さ
、『
将
来
の
仕
事
へ
の
啓
蒙
』
と

し
て
本
活
動
の
意
義
を
感
じ
て
く
れ
た

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
ス
タ
ジ
ア
ム
の
公
式

入
場
者
数
は
九
千
七
百
五
十
一
人

中
、
二
時
間
四
十
五
分
の
活
動
時
間
で

二
百
七
十
二
人
の
方
々
に
ツ
ボ
シ
ー
ル

体
験
を
し
て
頂
け
た
。
ま
た
、
教
員

が
施
術
す
る
実
際
の
鍼
治
療
体
験
を

二
十
九
名
の
方
が
受
療
し
て
く
だ
さ
っ

た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
鍼
灸
師

が
国
家
資
格
者
だ
と
言
う
こ
と
を
ご
存

じ
な
い
方
が
６
５
％
い
た
。
ま
だ
ま
だ

鍼
灸
業
界
の
情
報
発
信
に
課
題
を
残
す

結
果
が
得
ら
れ
た
様
に
感
じ
た
。
同
時

に
、
本
活
動
を
通
じ
て
鍼
灸
に
興
味
関

心
を
持
て
た
方
が
９
５
％
も
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
大

き
な
収
穫
だ
っ
た
。
鍼
灸
の
認
知
度
向

上
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
学

校
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
。
様
々
な
面

で
有
意
義
な
体
験
を
得
ら
れ
た
と
私
は

感
じ
た
。

　

末
筆
な
が
ら
、
本
活
動
に
協
力
し
て

く
れ
た
在
校
生
と
卒
業
生
、
協
賛
と
い

う
立
場
で
の
学
校
広
報
活
動
に
ご
協
力

頂
い
た
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
様
、
ツ

ボ
シ
ー
ル
（PYO

N
EX

 ZERO

）
の
商
品

サ
ン
プ
ル
の
提
供
頂
い
た
セ
イ
リ
ン
株

式
会
社
様
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

鍼
灸
科
教
員　

西
岡 

岳
之

平
成
二
十
九
年
六
月

十
八
日
（
日
）、
呉
竹
会

定
期
総
会
が
呉
竹
医
療
専

門
学
校
で
開
催
さ
れ
、
新

理
事
の
専
任
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
会
場
を

移
し
て
同
窓
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
参

加
さ
れ
る
方
も
多
く
、
総

勢
百
十
名
の
呉
竹
会
員
が
集
ま
り
、
短
い
時
間
な
が
ら

も
か
つ
て
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
先
生
と
の
旧
交
を
温
め

ま
し
た
。

☆
次
回
定
期
総
会
・
同
窓
会
の
ご
案
内
☆

呉
竹
医
療
専
門
学
校
呉
竹
会
の
第
六
回
総
会
及
び
同

窓
会
を
開
催
し
ま
す
。
会
員
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
別

途
お
送
り
致
し
ま
す
ご
案

内
、
ま
た
は
本
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
申
込
み
内
容

を
ご
確
認
の
上
、
お
申
込

く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
予
約
の
都

合
上
、
お
申
込
後
キ
ャ
ン

セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
お

早
め
に
ご
連
絡
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

開
催
日
　
平
成
三
十
年 

四
月
二
十
九
日
（
日
）

【
呉
竹
会
定
期
総
会
】

開
始
：
午
後
三
時
半

会
場
：
呉
竹
医
療
専
門
学
校

【
同
窓
会
】

開
始
：
午
後
五
時

会
場
：
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

会
費
：
三
千
円

平
成
二
十
九
年
度
定
期
総
会
・
同
窓
会

発行所
呉竹医療専門学校

呉 竹 会
事務局

平成 30 年
2 月発行

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
無
料
ツ
ボ
体
験
イ
ベ
ン
ト
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《7階　健康教室》
☆取材班の感想☆
　呉竹メディカルクリニックのイベント「健康教室」では手軽に出来る
体操などを行っていました。取材時ちょうど休憩時間だったのか、健康
教室の様子をうかがうことができなかったのですが、休憩時間にも場所
を開放することで来場者の休憩場所になっていました。親子がおしゃべ
りしたり、リラックスして過ごしていました。

《10階　チャリティーあん摩マッサージ指圧》
　人気のチャリティーあん摩マッサージ指圧には、122 名の方が参加さ
れました。集まった募金 40,023 円は日本赤十字社を通じて東日本大震
災へと募金しました。
☆取材班の感想☆
　家族で来ている方が多いという印象を受けました（施術を受けている
のは父母）。学生の保護者や友人も見受けられ、繋がりを感じます。
患者さんたちは、施術を受けることを楽しみにしていたり、少し緊張し
ていたり…といった様子が伝わってきました。色々な表情をした患者さ
んたちが廊下にあふれていました。施術者も少し緊張していた気がしま
す。しかし、施術後には笑顔で見送っていたので、和やかな空間が作り
出されているのだろうと思いました。実際自分も施術をし、室内の雰囲
気は温かいものだと実感しました。
　予約したい患者さんと、施術待ちの患者さんで人が通ることができな
いくらいでしたが、受付の人が非常に大変そうだったので、人を増やし
てあげてほしいですね。

《10階　埼玉県鍼灸師会主催はり・きゅう無料体験》

第七回呉竹祭開催報告
　平成 29 年 10 月 15 日（日）、第七回呉竹祭を開催しました。
　当日は呉竹祭が始まって以来初めての雨となり、肌寒さを感じる一日
となってしまいましたが、そんな中でも 240 名以上の方が来場されまし
た。
　クラスイベントは雨が降る中テントを張って行うクラスもあり、どの
クラスも魅力的でしたが、そんな中、今年の呉竹会長賞に輝いたのは鍼
灸マッサージ科 2 年 1 組でした！

《5階　白衣コンテスト》
☆取材班の感想☆
　どのクラスも創意工夫を凝らしており、とてもおもしろかったです。
会場も満員でとても盛り上がっていて気分が高揚しました。
　白衣コンテストという名前ですが年々白衣ではなく仮装になっていて
どこが一番おもしろいかで決まっている気がします（笑）個人的にデブ
リドマンガが良かったです。
　優勝クラスの鍼灸マッサージ科三年一組は参加人数が最多 10 人が出
場という異例の人数で出てくることから、アニメを再現した衣装がとて
も盛り上がっていました。何より誰もが知っている名曲のコーラスがす
ごく似ていて大盛況でした。

呉竹祭取材班が選ぶイチオシイベント！
《Ⅰ部鍼灸マッサージ科 3 年 2 組『肉まん』》 

☆スタッフからのコメント☆
・このイベントの特徴・アピールポイントは？
　蓬菜の肉まん 551 を提供し、なおかつ輪投げ・ミニじゃんけん・
イントロクイズなどのゲームをし、勝てれば値引きという、美味し
く楽しくをモットーにしたイベント
・入っているお客さんの様子は？
　呉竹の生徒、家族連れ、カップルなど老若男女問わず来ていた。
・スタッフからのコメント
　ジャンケンなどのゲームを通して、お客様とふれあい、笑ってス
タッフ側も非常に楽しめています。
☆取材班の感想☆
　3 年生はチャリティーあん摩マッサージもある中クラス全員が同
じ T シャツを着ていて、一人一人がしっかり仕事をして楽しそうで
した。お客様にはゲームなどを通して笑顔で接客をしていたので、
いいクラスだなと思いました。

取材班：鍼灸マッサージ科 3 年　星 大樹・永井 由梨

　埼玉県鍼灸師会協力の「はりきゅう無料体験」も貴重な体験イベント
として人気が高く、1 日の間に 163 名の方が参加されました。
☆取材班の感想☆
　少ししか取材することができなかったですが、家族連れ、夫婦でにぎ
わっていたようです。
　体験後、笑顔で教室を出られる姿を見ることができ、このようなイベ
ントを行うことは、鍼灸を知ってもらい、興味を持って頂く機会にもな
り、来場者の方々も楽しめ、とても意義のあることだと感じられました。
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2 日目：授業開始
解剖：前胸部、腋窩部・上肢下肢の剖出　
推拿・薬膳：市内病院実習・中国針・吸い玉・灸頭鍼の実技授業
　初めての解剖、初めての中国病院に緊張気味。でも授業がはじまると積極的に質問をし
たり、非常に熱心に勉強をしていた。夕食は大学主催の歓迎会。学院長の歓迎の言葉とデ
ラックスな食事に皆、満足。勉強のモチベーションがあがった。

3 日目：
解剖：頸部、腹部、背部の剖出　日本から持ってきた鍼を使って刺入深度を確認したり試
験に頻出の腕神経叢を剖出し走行を確認していた。
推拿：病院実習・推拿実技実習　本場中国推拿の技を堪能し、互いに練習。
薬膳：薬膳診断学・生薬講義　香い袋・薬茶・薬酒試飲　学生一人一人に香い袋が頂けた。
薬茶・薬酒の試飲ではお代わりをする学生がいた。飲み過ぎはいけませんよ。
　夕食後、大学からの招待で上海雑技団を鑑賞した。今回は、外国の要人が来ると必ずこの雑技団を鑑賞するという中国屈指の雑技団で超人的な
技の数々に興奮は最高潮！

４日目：
解剖：上肢・下肢後面の皮神経・皮静脈　筋
推拿・薬膳：運動器疾患の鍼治療実習　美容痩身の鍼灸
　昼食後、大学敷地内の中医博物館見学。先生の説明を熱心に聞いていた。
　夕食後のフリータイムでは学生おのおの外出をした。タクシーで少々ぼられた学生の
報告を受けたが、無事に帰ってきたとのこと。無事でなにより。

５日目：
解剖：胸腔・腹腔臓器の剖出　内臓の剖出は驚きの連続、想像を超える現実に解剖学が
立体化する。
推拿：運動障害の推拿治療　実際の治療手技効果を改めて確認していた。
薬膳：生活習慣病に対応するレシピ作成・調理　たらふくご馳走になった。
　夕食を含む自由行動　オプショナルツアーには 10 名参加（上海クルーズ）

６日目：
解剖：四肢関節・脳脊髄剖出　関節包・靭帯・関節軟骨など軟部組織を確認した。傷害を受け
やすい部位の構造学的理解が進んだ。
推拿・薬膳：解剖見学実習　総合コースにも１日をかけてあらかじめ用意された、筋肉モデル、
内臓モデル、神経モデルなどを見て、触って、実感できた。
昼に解剖経穴博物館見学
謝恩会：今回は日本から小道具、衣装などを持ち込んで、学生みんなのパフォーマンスに大学
の先生方は大喜び！解剖教授がいきなり「北国の春」を中国語で歌いだすサプライズもあり、
大盛り上がりで終了した。

帰国日：
　台風の影響で日本着は遅れたが、入国には問題なく、沢山の経験と沢山のお土産を携えて、
無事帰国した。来年度は３０周年記念行事として多くの学生参加を呼びかけたい。

『上海研修をおえて』	 鍼灸マッサージ科二年二組　田口　 愛　　
	 村崎 芳実 
　今回、私達は薬膳コースに参加して来ました。
薬膳の講義では効果や使い方を教わり、強いお酒やお茶の飲み比べ、薬膳料理を作り、楽しく学ぶ事が出来ました。
　病院見学では、治療現場を実際に見せていただきました。患者さんの症状に合わせた治療穴や治療方法を詳しく説明して下さったり、膝や首な
どに注射器で漢方を混ぜた薬を直接注入している事に驚きました。また、今勉強している内容が治療に使われており、とても感動しました。
　本場の技術と現状を知る事が出来、鍼灸の奥深さを改めて感じ、まだまだ勉強しなければ目標としている治療家になれないなと思いました。
今後、中国で学んだ事を生かして、より頑張っていこうと思います。研修に携わって下さった先生方、スタッフの方々のおかげで楽しく、安全に、
集中して学ぶ事が出来ました。
　心から感謝申し上げます。ありがとうございました。

1 日目：出国
　平成 29 年 7 月 30 日～ 8 月 5 日（6 日）の 6 日間（8 日間）にわ
たり第 29 回上海中医薬大学短期留学一行は、東京校 11 人、横浜校
4 人、大宮校 6 人、引率坂本收（大宮校鍼灸科教員）、平井（東京校
鍼灸科教員）、由井（東京校事務）計 24 名が東京校斎藤校長の見送
りで無事に出国できた。
　フライト時間は 3 時間ほどで、機内食を食べ、映画を 1 本見れば
すぐに到着。気温 40℃の上海に無事到着。今回は上海郊外の水の郷
七宝へ観光に出た。伝統的な中国土産物屋さんでよくわからない食
べ物が売られていた。学生の一人が勇気を出して買い食いをしてい
て「なかなか美味」だそうである。レストランで夕食。各班で自己
紹介を兼ね、班長選出を行った。大学の白衣と授業カリキュラム資
料を配布し予習を促し就寝。ワクワクの始まりであった。

上
海
中
医
薬
大
学
短
期
留
学
報
告

鍼
灸
科
教
員
　
坂
本 

收
司 
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父
親
の
働
く
姿
を
間
近
で
見
て
き

て
「
自
分
も
い
つ
か
」
と
い
う
思

い
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
も

高
校
ま
で
野
球
を
や
っ
て
い
て
度

重
な
る
ケ
ガ
や
、
日
々
の
ケ
ア
な

ど
を
父
親
に
診
て
も
ら
う
中
で
そ

の
思
い
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
て

い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

・
や
り
が
い
な
ど

　

同
じ
疾
患
で
も
人
に
よ
っ
て
症

状
が
違
い
そ
の
強
度
も
異
な
る
た

め
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
対

し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
、
実

行
し
た
結
果
が
「
治
癒
」
と
し
て

出
て
く
れ
た
ら
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
も
自
分
に
と
っ
て
も
こ
れ
以
上

な
い
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
将
来
の
目
標

　

現
時
点
で
は
明
確
な
目
標
は
定

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
実
家
の
接
骨

院
に
入
る
選
択
肢
も
あ
り
ま
す

し
、
教
育
者
に
も
興
味
が
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
の
で
、
現
場
で
の
色
々
な

経
験
を
生
か
し
柔
整
師
と
し
て
、

一
人
の
人
間
と
し
て
成
長
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

時
代
も
変
わ
り
厳
し
い
立
場
に

な
る
一
方
で
す
が
、
こ
の
先
十
年

後
も
二
十
年
後
も
「
治
せ
る
柔
整

師
」
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
人
間

で
あ
り
た
い
で
す
。

・
職
場
の
特
徴

　

さ
い
た
ま
市
北
区
に
あ
る
整
形

外
科
で
、
駅
か
ら
は
少
し
離
れ
て

い
ま
す
が
周
辺
に
学
校
が
多
く
送

迎
バ
ス
も
出
て
い
る
た
め
、
年
齢

層
問
わ
ず
来
院
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
隣
接
す
る
脳
神
経
外
科
に

は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
も
完
備
さ
れ
て
お
り
、

正
確
な
画
像
診
断
の
も
と
施
術
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・
仕
事
の
内
容

　

院
長
先
生
が
脊
椎
専
門
医
と
い

う
事
も
あ
り
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

や
脊
柱
管
狭
窄
症
な
ど
神
経
症
状

を
訴
え
て
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん

が
多
い
た
め
、
他
院
と
は
少
し
変

わ
っ
た
機
器
を
用
い
て
施
術
を
行

う
と
こ
ろ
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
骨
折
や
脱
臼
、
そ
の
他
急

性
外
傷
に
対
し
て
も
院
長
の
指
示

に
よ
り
整
復
か
ら
固
定
ま
で
全
て

の
管
理
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
こ
の
仕
事
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

　

実
家
で
接
骨
院
を
営
ん
で
い
る

父
親
の
影
響
で
す
。
幼
い
頃
か
ら

Ｏ
Ｂ
訪
問
①

柔
道
整
復
科
四
期
生
　
羽
鳥 

貴
紀

本
郷
整
形
外
科
皮
膚
科
　
勤
務

Ｏ
Ｂ
訪
問
②

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
一
期
生
　
山
口 

智
也

と
も
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
院
　
勤
務

Ｏ
Ｂ
訪
問
③

鍼
灸
科
三
期
生
　
合
田 

玲
子

鍼
灸
院
爽
快
感
　
津
田
沼
店
　
勤
務

・
職
場
の
特
徴

　

津
田
沼
駅
か
ら
徒
歩
四
分
の
場
所
に
あ
る
、
不
妊
治

療
が
主
の
鍼
灸
院
で
す
。
漢
方
相
談
薬
局
を
母
体
と
し

て
お
り
、
併
設
の
漢
方
薬
局
と
の
連
携
に
よ
り
鍼
灸
の

漢
方
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
に
に
よ
っ
て
お
体
に
良
い
治
療

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
仕
事
の
内
容

　

主
に
不
妊
治
療
を
行
う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
美
容

鍼
灸
、
整
形
疾
患
も
治
療
し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
の
体

質
を
み
て
、
合
っ
た
治
療
を
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
初
回
は
一
時
間
半
か
ら
二
時
間
ほ

ど
時
間
を
と
り
、
じ
っ
く
り
と
お
話
を
伺
い
ま
す
。
登

録
販
売
者
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
併
設
の
薬
局
に
て
必

要
に
応
じ
て
漢
方
薬
や
健
康
食
品
を
販
売
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

・
こ
の
仕
事
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

　

学
生
の
頃
三
国
志
を
読
み
、
そ
の
中
に
出
て
来
る
鍼

灸
師
に
あ
こ
が
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
呉
竹

大
宮
校
を
卒
業
後
、
教
員
養
成
科
に
進
み
、
進
路
に
迷
っ

て
い
た
と
き
友
人
か
ら
登
録
販
売
者
の
資
格
を
進
め
ら

れ
、
取
得
し
ま
し
た
。
鍼
灸
師
と
登
録
販
売
者
、
両
方

の
資
格
が
活
か
せ
る
職
場
を
探
し
、
現
在
の
仕
事
を
見

つ
け
ま
し
た
。

・
や
り
が
い
な
ど

　

患
者
様
の
お
体
が
良
く
な
っ
て
い
く
こ
と
や
、
妊
娠

の
報
告
を
頂
い
た
時
の
笑
顔
が
一
番
の
や
り
が
い
で
す
。

・
将
来
の
目
標

　

や
が
て
開
業
す
る
日
の
た
め
に
、
鍼
灸
治
療
の
知
識

と
技
術
を
こ
れ
か
ら
も
磨
い
て
ゆ
き
た
い
で
す
。

平成 28 年度卒業生進路状況
就職者数 126名　就職率（就職希望者に対する）94.0%
就職先（順不同・敬称略）
㈱グローフォース / ＪＩＮ整形外科スポーツクリニック / ㈱アー
ルはっとりはりきゅう接骨院 / ㈱ KEiROW/ 宮原接骨院 / 山本接
骨院 /RECARE スポーツ鍼灸整骨院 / ㈲アートライフ / ㈱三喜堂
/ たいよう整骨院 / 愛和整骨院グループ愛和ウェルネス整骨院・
整体院 / ㈱メディカルホスピタリティおひさま整骨院 / たから整
骨院 / はせがわ整形外科クリニック / みんなの鍼灸整骨院 / 医療
法人仁正会下條整形外科 / 浦和整形外科 / たちかわ総合治療セン
ター / 医療法人社団山栄会山﨑整形外科医院 /

その他多数

・
職
場
の
特
徴

江
ノ
島
に
近
い
、
鵠
沼
海
岸
と

い
う
所
で
、
商
店
街
の
通
り
に
あ

る
ア
パ
ー
ト
の
一
室
で
と
も
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
室
を
開
院
致
し

ま
し
た
。
こ
の
治
療
室
は
、
海
ま

で
徒
歩
で
十
分
程
の
所
に
あ
り
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
海
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
内
装
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
他
の
患
者
さ
ん
と
顔

を
合
わ
せ
す
る
事
の
な
い
様
に
完

全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
仕
事
の
内
容

仕
事
内
容
と
し
て
は
、
東
洋
と

西
洋
を
織
り
交
ぜ
た
治
療
と
運
動

な
ど
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
指
導
を
お

こ
な
い
身
体
の
改
善
と
再
発
を
し

な
い
身
体
作
り
を
基
本
に
地
域
の

方
々
の
健
康
維
持
や
体
質
改
善
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
や
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
・
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多

い
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
れ
て
い

る
方
の
身
体
の
ケ
ア
と
競
技
力
向

上
を
目
的
に
治
療
を
さ
せ
て
頂
い

て
ま
す
。

・
こ
の
仕
事
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

自
分
自
身
、
学
生
の
頃
に
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
が
怪
我
が

多
く
試
合
に
出
ら
れ
な
い
日
々
が

多
々
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
時
、
接

骨
院
を
紹
介
し
て
も
ら
い
治
療
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

怪
我
を
し
な
い
為
の
身
体
の
使
い

方
や
ケ
ア
の
仕
方
を
教
え
て
も
ら

い
身
体
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
怪
我
も
し
づ
ら
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
時
、
選
手
と
し
て
で

は
な
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
で
も
そ

の
競
技
に
関
わ
れ
た
り
、
プ
ロ
を

目
指
し
て
い
る
人
の
サ
ポ
ー
ト
も

出
来
る
の
だ
と
気
づ
き
こ
の
仕
事

を
目
指
し
ま
し
た
。

・
や
り
が
い
な
ど

治
療
を
し
て
い
る
と
患
者
さ
ん

か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
や
「
楽
に

な
っ
て
助
か
る
」
な
ど
の
言
葉
を

も
ら
う
と
自
信
に
も
な
る
し
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
行
こ
う
と
思
え

ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
お
こ

な
っ
て
い
る
人
か
ら
は
「
試
合
に

勝
て
た
」
や
「
マ
ラ
ソ
ン
で
最
後

ま
で
走
れ
た
」
な
ど
個
人
の
目
標

を
達
成
出
来
た
報
告
を
貰
え
る
と

関
わ
れ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。

・
将
来
の
目
標

目
標
と
し
て
は
、
治
療
室
を

も
っ
と
他
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

患
者
さ
ん
の
生
活
の
一
部
と
し
て

関
わ
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
事
や
店

舗
を
増
や
し
人
を
育
て
て
み
た
い

と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
活
動

の
場
を
広
げ
練
習
や
大
会
な
ど
に

帯
同
し
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

呉竹学園求人検索システムについて
呉竹会員のための「呉竹学園求人検索システム」は、学

校ホームページからアクセス出来る「マイページ」で閲覧
でき、呉竹学園に頂いた求人を自由に探すことが出来ます。

マイページの登録方法が分からない、パスワードを忘れ
てしまった方などは、学校事務局にご相談下さい。ご相談
は電話でも受け付けています。
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鍼
灸
科
二
年

　佐
々
木 

香
奈 

  

昼
間
に

柔
道
整
復

師
と
し
て

整
形
外
科

で
外
傷
や

リ
ハ
ビ
リ

に
つ
い
て

学
び
な
が

ら
、
夜
間
に
鍼
灸
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。
一
年
次
に
学
ん

だ
東
洋
医
学
の
知
識
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
、
患
者
の
身
体

の
具
合
に
あ
わ
せ
て
的
確
な
運

動
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
仕
事
と

学
業
の
両
立
の
厳
し
さ
を
日
々

痛
感
し
て
い
ま
す
。
患
者
の
健

康
を
支
え
る
と
い
う
意
義
の
あ

る
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
し
、
自
分
自
身
を
高
め

る
た
め
に
も
、
毎
日
の
積
み
重

ね
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
医
療
従
事
者
と
し

て
「
知
識
・
技
術
・
心
」
の
三

つ
を
磨
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

柔
道
整
復
科
三
年

　大
路 
真
由

  

現
在
は
、

接
骨
院
で

働
き
な
が

ら
学
生
生

活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

学
習
内
容

と
臨
床
で

行
っ
て
い
る
こ
と
が
だ
ん
だ
ん

繋
が
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
三
年
生
に
な
り
、
勉
強

と
の
両
立
が
大
変
で
す
が
国
家

試
験
合
格
の
た
め
に
頑
張
り
た

い
で
す
。

　
将
来
は
、痛
み
の
原
因
を
し
っ

か
り
と
説
明
で
き
、
取
り
除
け

る
よ
う
な
柔
整
師
に
な
り
た
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
よ
り

知
識
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

柔
道
整
復
科
三
年

　山
田 

啓
紀

　
入
学
し
て
か
ら
三
年
が
経
ち
、

と
う
と
う
国
家
試
験
ま
で
後
少

し
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

ク
ラ
ス
で

は
全
員
が

協
力
し
て

教
え
合
い

全
員
が
合

格
で
き
る

よ
う
に
頑

張
っ
て
い

ま
す
。
卒
業
後
は
接
骨
院
勤
務

と
と
も
に
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て

も
活
動
し
、
柔
整
師
と
し
て
疾

患
を
治
せ
る
だ
け
で
な
く
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
ケ
ア
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
指
導
も
出
来
る
柔
整
師

を
目
標
に
努
力
を
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

柔
道
整
復
科
三
年

　髙
橋 

勇
輝

  

現
在
は

国
家
試
験

ま
で
あ
と

五
ヶ
月
を

切
り
、
ク

ラ
ス
全
員

が
合
格
す

る
た
め
に

ク
ラ
ス
全
員
一
丸
と
な
っ
て
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
直
近
で
は

学
内
審
査
、
認
定
実
技
審
査
と

続
く
た
め
、
そ
れ
に
向
け
て
授

業
前
に
練
習
を
行
っ
た
り
、
日

曜
日
に
自
主
練
習
会
を
行
っ
て

技
術
の
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
入
学
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
体

験
し
た
こ
と
や
学
習
し
た
こ
と

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
多
く

の
発
見
や
自
分
自
身
の
考
え
方

の
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
以
前
出
来
な
か
っ
た
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
こ

れ
が
成
長
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
国
家
試
験
の
選
択
肢
は
４
択

で
す
が
、
人
生
の
選
択
肢
は
無

限
で
す
。
こ
れ
か
ら
我
々
が
向

き
合
う
臨
床
現
場
の
問
題
の
選

択
肢
は
無
限
で
あ
り
、
解
答
も

あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
困
難
に
あ
た
っ
て
も
立

ち
向
か
え
る
柔
整
師
と
な
る
べ

く
、
一
日
一
日
を
大
事
に
過
ご

し
て
行
き
た
い
で
す
。

で
国
家
試
験
に
合
格
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
三
年

渡
部 

な
ぎ
さ 

　
私
に
と

っ
て
呉
竹

で
の
学
生

生
活
は
、

今
後
の
人

生
の
作
戦

タ
イ
ム
の

よ
う
な
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
今
現
在
の
心
境
は
、
来

春
の
開
業
に
向
け
て
、
既
存
の

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
な
発
想

で
、
自
分
が
本
当
に
望
む
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
国
試
ま
で
あ
と
三
ヶ
月
。
み

ん
な
で
笑
顔
で
卒
業
出
来
る
よ

う
に
、一
日
一
日
を
大
切
に
。
今
、

出
来
る
こ
と
に
目
を
向
け
て
、

残
り
の
学
生
生
活
も
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

全
て
の
出
会
い
に
感
謝
。

鍼
灸
科
一
年

　鈴
木 

孝
太 

  

呉
竹
医

療
専
門
学

校
に
入
学

し
て
、
三

年
と
半
年

の
月
日
が

経
ち
ま
し

た
。
鍼
灸

科
で
は
、
柔
道
整
復
科
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
て
更
に
新
し

い
知
識
、
技
術
を
習
得
し
、
日
々

勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、テ
ス
ト
の
科
目
数
も
増
え
、

難
易
度
も
高
く
な
る
の
で
今
の

内
に
東
洋
医
学
の
基
礎
を
し
っ

か
り
身
に
付
け
て
置
く
べ
き
だ

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
は
十
二
人
と
少
な
い
で

す
が
、
少
な
い
か
ら
こ
そ
利
点

も
あ
り
、
質
の
い
い
授
業
を
受

け
る
事
が
出
来
て
い
ま
す
。
十

二
人
誰
一
人
欠
け
る
こ
と
な
く

二
年
半
後
笑
っ
て
卒
業
出
来
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

近
況
報
告

在
校
生
コ
メ
ン
ト

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
一
年

神
作 

明
裕

  

入
学
以

前
は
総
合

病
院
で
眼

に
関
わ
る

検
査
の
仕

事
を
し
て

い
ま
し
た
。

日
々
仕
事
を
し
て
い
る
中
で
、

重
度
の
疾
患
や
治
療
困
難
な
患

者
さ
ん
に
対
し
て
何
か
な
い
も

の
か
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
も

う
一
歩
踏
み
込
ん
で
患
者
さ
ん

に
寄
り
添
え
る
も
の
は
な
い
か

と
思
い
、
東
洋
医
学
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
と
し
て
鍼
灸
師
の
道

を
選
び
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
考

え
つ
か
な
か
っ
た
概
念
や
治
療

法
を
学
ぶ
学
生
生
活
に
と
て
も

充
実
感
が
あ
り
、
愉
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
臨
床
に
出
て
少

し
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の
助

け
に
な
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り

知
識
技
術
を
身
に
付
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
二
年

齋
藤 

雛
子 

  

呉
竹
に

入
学
し
て

一
年
半
が

経
ち
ま
し

た
。
毎
日

が
充
実
し

て
い
て
、

本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

私
は
一
年
生
の
六
月
か
ら
整
骨

院
で
、
受
付
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

始
め
ま
し
た
。
直
接
現
場
を
見

る
事
が
で
き
、
先
生
方
に
勉
強

な
ど
も
教
え
て
貰
っ
て
い
ま
す
。

学
校
と
は
違
う
環
境
で
学
べ
る

事
は
と
て
も
有
難
い
事
で
す
し
、

楽
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
授
業
も
ア
ル
バ
イ
ト
も
、
日

に
日
に
自
分
の
知
識
が
増
え
る

事
を
と
て
も
実
感
で
き
ま
す
。

　
残
り
の
学
校
生
活
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
全
員

附属施術所研修生近況報告

鍼
灸
科
Ⅱ
部
卒
業　

研
修
二
年
目　

三
島 

洋
之
さ
ん　

 

●
研
修
を
始
め
た
き
っ
か
け

学
校
卒
業
前
か
ら
勤
務
し
て
い
た
鍼
灸
接
骨
院
で
は

鍼
灸
の
患
者
さ
ん
は
少
な
く
、
せ
っ
か
く
資
格
を
取
得

し
た
の
に
鍼
灸
を
施
す
経
験
が
得
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
長
年
勤
務
し
て
い
る
職
場
な
の
で
、
仕
事
場
を

変
え
て
患
者
の
多
い
鍼
灸
院
で
働
こ
う
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
な
の
で
、
研
修
し
て
治
療
者
と
し
て
の
確

か
な
技
術
と
経
験
を
獲
得
し
、
鍼
灸
の
需
要
を
作
っ
て

職
場
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
、
研
修
を
希
望

し
ま
し
た
。

●
研
修
を
始
め
て
み
て

学
校
で
勉
強
し
た
こ
と
が
無
駄
に
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
実
際
の
患
者
さ
ん
を
通
し
て
、
医
療
面
接
か

ら
鍼
灸
施
術
や
カ
ル
テ
記
入
な
ど
の
一
連
を
定
着
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
職
場
で
も

医
療
面
接
や
徒
手
検
査
が
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
し
、

安
心
し
て
鍼
灸
施
術
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
生
達
か
ら
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
て
も
ら
え
て
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
聞
け
た
り
調
べ
た
り
す
る
環
境
で
研

修
で
き
る
の
は
と
て
も
贅
沢
な
時
間
で
す
。
研
修
を
続

け
て
感
じ
た
こ
と
は
、
目
的
を
も
っ
て
鍼
灸
を
施
せ
る

と
い
う
こ
と
が
患
者
さ
ん
に
も
説
明
で
き
て
良
い
治
療

に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
臨
床
の
現
場
で
基
本
と

な
る
全
て
を
付
属
施
術
所
で
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。「
何
で
も
基
本
が
大
切
で
、
そ
の
こ
と
に
立
ち
返
る

こ
と
が
で
き
る
。」
そ
れ
が
研
修
で
得
た
最
大
の
学
び
で

す
。

●
今
後
の
目
標

　

鍼
灸
が
良
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

よ
り
多
く
の
人
に
鍼
灸
を
体
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
患

者
さ
ん
を
よ
り
良
い
状
態
に
鍼
施
術
す
る
こ
と
が
基
本

な
の
で
す
が
、
体
の
不
調
が
な
い
人
で
も
気
軽
に
鍼
灸

を
体
験
で
き
て
、
来
院
者
を
よ
り
良
く
よ
り
元
気
に
し

た
い
で
す
。
将
来
的
に
は
地
元
で
あ
る
静
岡
で
開
業
し
、

地
域
の
方
々
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。
お
茶
畑
の

中
に
鍼
灸
院
を
建
て
て
、
鍼
灸
施
術
と
静
岡
茶
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
く
。
そ
の
た
め
に
も
い
ろ
い
ろ
な
事
を
勉
強

し
て
、
自
分
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
卒
業　

研
修
一
年
目

澤
辺 

美
智
子
さ
ん

 

●
研
修
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

在
学
中
の
臨
床
実
習
を
経
験
し
、
卒
業
を
間
近
に
控

え
た
中
で
、
自
分
の
治
療
に
自
信
を
持
ち
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
鍼
灸
の
中
で
も
最
も
多
い
愁
訴
で
あ

る
運
動
器
四
大
疾
患
の
診
察
や
治
療
法
を
し
っ
か
り
学

び
た
い
と
思
い
、
こ
ち
ら
で
の
研
修
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

通
い
慣
れ
た
環
境
と
多
く
の
先
生
方
の
指
導
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
も

併
設
さ
れ
た
体
制
の
中
で
、
医
療
従
事
者
と
し
て
も
、

多
く
の
こ
と
が
吸
収
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

●
研
修
を
始
め
て
み
て

　

四
月
か
ら
の
一
年
目
の
研
修
は
、
四
大
疾
患
の
徒
手

検
査
法
の
再
確
認
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
体
表
解
剖
・

取
穴
部
位
・
刺
鍼
・
施
灸
の
確
認
を
し
ま
す
。
こ
れ
は

再
確
認
、
再
習
得
す
る
貴
重
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
先
生
、
先
輩
方
の
施
術
見
学
に
入
り
、
徐
々

に
医
療
面
接
・
検
査
・
施
術
を
受
け
持
ち
、
患
者
様
を

引
き
継
ぎ
ま
す
。

在
学
中
の
臨
床
指
導
を
、
よ
り
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に

指
導
い
た
だ
き
、
考
え
を
深
め
る
時
間
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

九
時
か
ら
十
九
時
四
十
分
ま
で
の
研
修
時
間
の
中
で

は
、
施
術
環
境
の
整
え
方
、
効
率
の
良
い
業
務
の
進
め

方
、患
者
様
と
の
関
わ
り
方
や
接
し
方
、カ
ル
テ
作
成
等
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
、考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

施
術
所
や
図
書
室
に
あ
る
多
く
の
専
門
書
に
触
れ
ら
れ

る
機
会
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
何
事
も
勉
強
・
経
験
不
足
で
す
が
、
施
術

所
専
任
の
先
生
方
や
恩
師
の
先
生
方
、
先
輩
研
修
生
の

方
と
多
く
の
人
に
関
わ
る
機
会
を
持
て
た
こ
と
が
何
よ

り
も
楽
し
く
、
刺
激
を
受
け
、
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
大

切
な
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
目
標

　

前
職
で
あ
る
看
護
師
と
し
て
の
経
験
と
あ
は
き
師
と

し
て
の
資
格
を
あ
わ
せ
た
自
分
ら
し
い
治
療
を
少
し
で

も
自
信
を
持
っ
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
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【
平
成
二
十
九
年
度

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
】

鍼
灸
科
教
員　

坂
本 

辰
徳

　

今
年
で
四
年
目
を
迎
え
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
多
く
の
事
業
所
に

ご
協
力
頂
き
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
学
校
の
講
義
で
得
た

知
識
を
実
習
先
の
事
業
所
内
で
活
用

し
、
現
場
で
の
様
々
な
体
験
を
通
し

て
、
学
生
自
ら
感
じ
、
考
え
そ
の
後

の
勉
学
や
就
職
活
動
に
生
か
し
て
い

け
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
二
十
九
年
三
月
に
ベ
ー

シ
ッ
ク
コ
ー
ス
（
二
年
生
対
象
）、

八
月
に
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
（
三
年

生
対
象
）
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
は
、
患
者
様
の

お
出
迎
え
か
ら
お
見
送
り
ま
で
の
一

連
の
流
れ
を
見
学
し
、
施
術
現
場
の

雰
囲
気
を
体
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
は
、
患
者

様
と
の
会
話
、
室
内
の
清
掃
、
治
療

の
補
助
等
、
実
際
の
業
務
に
近
い
内

容
を
体
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
実

習
後
の
体
験
報
告
会
で
は
「
患
者
様

の
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
さ
せ
て
頂

い
た
」、「
酸
素
カ
プ
セ
ル
を
体
験
さ

せ
て
頂
い
た
」、「
埼
玉
県
鍼
灸
師
会

に
入
会
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」、

「
通
所
介
護
の
ご
利
用
者
様
と
一
緒

に
運
動
療
法
を
行
え
た
」、「
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
圧
を
加
え
て
ど
の
深
さ
の

筋
肉
ま
で
や
る
か
を
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
学
ん
だ
」、「
患
者
さ

ん
の
体
の
動
き
か
ら
負
担
が
ど
こ
に

多
く
か
か
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
施

術
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
学
ん
だ
」
等
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

来
年
度
か
ら
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
、
必
修
科
目
の
外
部
臨
床
実

習
と
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
柔
道
整

復
師
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
、
鍼
灸

師
と
な
れ
る
よ
う
さ
ら
な
る
充
実
を

は
か
り
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

柔
道
整
復
科
三
年 

上
原 

昌
珠

私
は
実
家
が
接
骨
院
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
実
家
以
外
の
接
骨
院
に
来

院
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
為
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
自
分
の
視
野
を
広
げ
る
事
を
目
的

と
し
、
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
柔

道
整
復
師
と
し
て
様
々
な
現
場
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
々
と
対
面
し
お
話

を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

見
学
先
は
整
形
外
科
、
ト
レ
ー

ナ
ー
、
超
音
波
を
重
点
に
お
い
て
い

る
接
骨
院
、
機
能
訓
練
指
導
を
行
っ

て
い
る
事
業
所
か
ら
自
分
が
興
味
の

あ
る
見
学
先
を
選
択
で
き
ま
し
た
。

実
際
に
整
形
外
科
・
接
骨
院
に

行
き
様
々
な
先
生
方
と
話
し
、
ま
た

患
者
さ
ん
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

大
変
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

臨
床
で
は
患
者
さ
ん
と
の
距
離

感
、
話
し
方
な
ど
学
校
で
は
学
べ
な

い
事
を
多
く
学
び
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
人
に
対
し
て
仕
事
を

し
て
い
く
意
識
が
更
に
高
ま
る
と
同

時
に
、
臨
床
で
の
知
識
の
未
熟
さ
も

痛
感
し
、
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
が
り
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

得
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
成

長
の
糧
に
し
て
い
き
ま
す
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
三
年

知
久 

慈
則

私
が
今
回
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
に

参
加
し
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
今
ま
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
た
経
験
が
な
く「
働
く
」

と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な

の
か
知
る
に
は
い
い
機
会
だ
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
実
際

の
治
療
の
現
場
の
空
気
を
感
じ
、
授

業
で
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
学
び
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

私
が
見
学
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
院
と
鍼
灸･

デ
イ
サ
ー
ビ
ス･

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
行
っ
て
い
る
事
業
所
の
二
つ
で
し

た
。
研
修
内
容
は
治
療
院
内
外
の
清

掃
や
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
さ
ん
た
ち
の
体
操
の
お

手
伝
い
、訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
見
学
、

物
品
の
管
理
の
お
手
伝
い
な
ど
で
、

幅
広
い
業
務
を
体
験
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
で

は
、
私
自
身
が
普
段
話
す
機
会
が
少

な
い
ご
年
配
の
方
が
多
く
、
治
療
院

の
先
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
院
で
は

授
業
で
先
生
に
言
わ
れ
て
い
る
手
際

の
大
事
さ
に
つ
い
て
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

今
回
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
こ
と
で
今
の
自
分
に
足
り
な

い
も
の
、
ま
た
伸
ば
せ
ば
良
い
も
の

そ
の
両
方
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
二
日
間
と
い
う
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
こ
で
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の

普
段
の
生
活
や
治
療
家
に
な
っ
た
時

に
活
か
せ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

い
う
貴
重
な
場
を
設
け
て
く
だ
さ
っ

た
学
校
の
先
生
方
、
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
治
療
院
の
先
生
方
、
患
者
様

に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

埼
玉
県
柔
道
整
復
師
会
柔
道
大
会

　

平
成
二
十
九

年
六
月
四
日

（
日
）
に
深
谷

ビ
ッ
グ
タ
ー
ト

ル
に
て
、
第
四
十

回
（
公
）
埼
玉

県
柔
道
整
復
師

会
柔
道
大
会
が

開
催
さ
れ
、
本

校
か
ら
は
男
子

三
名
・
女
子
二

名
の
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

男
子
個
人
戦
で
は
三
年
生
の
西
田
京
平
さ
ん
が

準
優
勝
、
三
年
生
の
小
島
啓
輔
さ
ん
と
二
年
生
の

篠
原
康
平
さ
ん
が
並
ん
で
三
位
を
獲
得
。
女
子
個

人
戦
で
は
二
年
生
の
佐
藤
遥
菜
さ
ん
が
優
勝
、
三

年
生
の
小
澤
敬
子
さ
ん
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。

　

休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
応
援
に
き
て
く
だ
さ
っ

た
卒
業
生
の
先
輩
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

五
十
回
全
国
柔
道
整
復
学
校
協
会
柔
道
大
会

　

平
成
二
十
九
年
八
月
九
日
（
水
）
に
東
京
武
道

館
に
て
第
五
十
回
公
益
社
団
法
人
全
国
柔
道
整
復

学
校
協
会
柔
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校

よ
り
男
子
七
名
、
女
子
二
名
の
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

男
子
は
惜
し
く
も
予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
女
子
は
予
選
リ
ー
グ
を
突

破
し
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。

【
男
子
団
体
戦
３
部
予
選
リ
ー
グ
】

対IGL

医
療
福
祉
専
門
学
校
（
広
島
県
）

対
新
潟
柔
整
専
門
学
校
（
新
潟
県
）

【
女
子
団
体
戦
２
部
予
選
リ
ー
グ
】

対
関
東
柔
整
専
門
学
校
（
神
奈
川
県
）

対IGL

医
療
福
祉
専
門
学
校
（
広
島
県
）

【
女
子
団
体
戦
２
部
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】

対
九
州
医
療
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
（
福
岡
県
）

　

女
子
も
惜
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
回
戦

で
敗
退
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ベ
ス
ト
８

と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出
場

し
た
学
生
全
員
が
本
当
に
頑
張
り
ま
し
た
。

　

早
朝
よ
り
応
援
に
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

　

呉
竹
会
主
催
呉
竹
医
療
専
門
学
校
公
開

講
座
を
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
回

『
柔
道
整
復
師
の
国
際
活
動
』

講
師
‥
金
井 

英
樹　

先
生

第
二
回

『
ア
ス
リ
ー
ト
の
鼠
径
部
痛
に
対
す
る

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』

講
師
‥
二
瓶 

伊
浩　

先
生

第
三
回

『
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
ト
レ
ー
ナ
ー
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
』

講
師
‥
吉
田 

成
仁　

先
生

第
四
回

『
肩
関
節
拘
縮
及
び
痙
縮
の
評
価
と
治
療
』

講
師
‥
長
嶺 

芳
文　

先
生

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～

　

呉
竹
医
療
専
門
学
校
の
公
開
講
座
は
平

成
三
十
年
度
も
開
講
予
定
で
す
。
詳
し
い

日
程
は
決
定
次
第
Ｈ
Ｐ
に
て
公
開
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～

公
開
講
座
参
加
レ
ポ
ー
ト

鍼
灸
科
教
員　

福
本 

彩
季

　

十
二
月
十
七

日
に
呉
竹
会
主

催
平
成
二
十
九

年
度
公
開
講
座

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
「
ス

ポ
ー
ツ
現
場
で

ト
レ
ー
ナ
ー
に

求
め
ら
れ
る
こ

と
」
と
「
肩
関

節
の
拘
縮
・
痙
性
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
二
演

題
を
テ
ー
マ
に
、
吉
田
成
仁
先
生
と
長
嶺

芳
文
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

吉
田
成
仁
先
生
は
、
ま
ず
ト
レ
ー
ナ
ー

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
傷
害
の
治
療
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
選

手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
多
職
種
と
の
連
携
や
、

選
手
を
取
り
巻
く
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
選
手
か
ら
受
け
る
様
々
な
相
談

に
つ
い
て
実
例
を
元
に
お
話
し
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
治
療
以
外

に
も
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ

と
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
治
療
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
磨
く

こ
と
だ
け
で
な
く
、
選
手
か
ら
信
頼
を
得

る
為
に
は
同
時
に
自
分
の
好
き
な
こ
と
に

打
ち
込
む
こ
と
も
大
切
だ
と
の
こ
と
で
し

た
。
こ
の
お
話
を
聞
い
て
、
学
生
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
は
、
事
例
を
元
に
実
際
の
治
療
に

つ
い
て
お
話
し
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま

ず
、
疼
痛
部
位
へ
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

全
体
の
動
的
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
を
見
る
こ
と

で
、
本
当
の
原
因
を
探
り
、
痛
み
の
再
発

防
止
の
重
要
性
や
、
正
し
い
身
体
の
使
い

方
を
指
導
し
、
機
能
的
な
動
作
（
モ
ビ
リ

テ
ィ
、
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
の
獲
得
や
回
復

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　　

長
嶺
先
生
は
、
医
療
費
の
増
大
か
ら
、

在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
ニ
ー
ズ
の
増
加
が
伺

え
る
と
い
う
お
話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

疼
痛
緩
和
や
可
動
域
の
拡
大
な
ど
に
加
え

て
、
歩
け
る
よ
う
に
な
る
・
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
在
宅

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
目
的
に
含
め
ら
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
今
回
は
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
療
養
費
対
象
と
な
っ
て
い
る
関
節
の

拘
縮
に
つ
い
て
と
、
授
業
だ
け
で
は
十
分

に
理
解
す
る
こ
と
の
難
し
い
肩
関
節
の
構

造
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
は
、モ
デ
ル
を
使
っ

て
実
際
に
臨
床
で
使
え
る
拘
縮
へ
の
徒
手

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
技
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
も
実
際
に
身
体
を

動
か
し
て
筋
肉
を
触
る
こ
と
で
、
臨
床
で

必
要
と
な
る
知
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
も
学
生
達
と
深
く
学
ん

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
達
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
だ
さ
っ

た
、
吉
田
成
仁
先
生
、
長
嶺
芳
文
先
生
と

企
画
・
進
行
を
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
呉

竹
会
理
事
畠
山
先
生
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

【
在
校
生
の
声
】 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
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【
医
学
会
報
告
】

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
日
（
金
）
呉
竹
医
療
専
門
学
校
で
、
第

二
十
九
回
呉
竹
医
学
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

「
特
別
講
演
」「
教
育
講
演
」「
実
技
セ
ッ
シ
ョ
ン
」「
一
般
口
演
」「
症
例

報
告
会
」「
分
科
会
」
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
多
数
の
在
校
生
、
卒

業
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
と
っ
て
学
び
の
多
い
一
日
と
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

【
特
別
講
演
】

「
が
ん
・
認
知
症
撲
滅
を
目
指
し
た
最
前
線
研
究
」

　
根
本
清
光
先
生
（
東
邦
大
学
薬
学
部
・
公
衆
衛
生
学
教
室　
教
授
）

【
教
育
講
演
】

「
東
洋
医
学
臨
床
研
究
所
の
活
動
に
つ
い
て 
」

　
古
屋
英
治
先
生
（
東
洋
医
学
臨
床
研
究
所　
所
長
）

　
上
原
明
仁
先
生
（
東
洋
医
学
臨
床
研
究
所　
所
長
補
佐
）

　
金
子
泰
久
先
生
（
東
洋
医
学
臨
床
研
究
所　
所
長
補
佐
）

　
紀
平
晃
功
先
生
（
東
洋
医
学
臨
床
研
究
所
）

【
実
技
セ
ッ
シ
ョ
ン
】

「
緩
和
医
療
に
お
け
る
鍼
灸
治
療
〜
接
触
鍼
の
可
能
性
を
探
る
〜
」

　
佐
々
木
緋
紗
先
生（
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院 

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
）

「
手
技
療
法ASTR

（
ア
ス
タ
ー
）

　
〜
軟
部
組
織
の
痛
み
の
ア
プ
ロ
ー
チ
〜
」

　
吉
野
徹
也
先
生
（
目
白
ヨ
シ
ノ
治
療
院　
院
長
）

「
ラ
ン
ニ
ン
グ
指
導
に
お
け
る
コ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
際
」

　
髙
橋
良
先
生
（
株
式
会
社
ル
ネ
サ
ン
ス 

健
康
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部 

次
長
）

「
超
音
波
観
察
装
置
の
必
要
性
と
使
用
法

　
〜
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
に
対
す
る
診
察
か
ら
施
術
ま
で
〜
」

　
友
枝
郁
也
先
生
（
亀
山
整
骨
院　
院
長
）

【
そ
の
他
の
発
表
】

　
教
員
・
卒
業
生
・
在
校
生
に
よ
る
一
般
口
演　
十
七
題

　
研
修
生
に
よ
る
症
例
報
告
会　
五
題

　
分
科
会　
二
十
一
題

教
員
研
修
会  

報
告

【
鍼
灸
科
教
員
研
修in

鹿
児
島
】

鍼
灸
科
教
員　

黒
田 

達
夫

　

平
成
二
十
九

年
八
月
三
日
～

四
日
、
鹿
児
島

サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
て
東

洋
療
法
学
校
協

会
第
四
十
一
回

教
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
本

校
か
ら
細
野
校

長
、
小
川
科
長
、
畠
山
科
長
補
佐
、
坂
本
辰

徳
科
長
補
佐
、
相
田
先
生
、
川
畑
先
生
、
足

立
先
生
、
西
岡
先
生
、
川
澄
先
生
、
黒
田
の

十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
が
「
斯
界
黎
明
の
再
考
」

と
い
う
こ
と
で
、
全
国
の
鍼
灸
学
校
か
ら

二
百
八
名
も
の
教
職
員
が
改
め
て
鍼
灸
の
魅

力
や
素
晴
ら
し
さ
を
如
何
に
し
て
人
々
に
伝

え
る
か
、
理
解
し
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と

を
原
点
に
立
ち
返
っ
て
考
察
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
鹿
児
島
市
立
図
書
館
・
館
長　

新
名
主
健
一
先
生
に
よ
る
「
生
き
る
こ
と
と

読
書
」、
鹿
児
島
大
学
・
名
誉
教
授　

吉
田
浩

己
先
生
に
よ
る
「
薩
摩
と
西
洋
医
学
」
の
お

話
を
聞
き
、
今
を
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
が

将
来
を
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

そ
の
た
め
に
は
情
報
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

激
動
の
薩
摩
に
お
け
る
医
学
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
そ
の
中
で
鹿
児
島
大
学
の
基
本
理
念

の
中
核
で
あ
る
「
進
取
の
精
神
」（
困
難
に
自

ら
挑
戦
す
る
気
概
）
を
学
び
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
二
つ
の
講
演
を
拝
聴
し
ま
し

た
。
鹿
児
島
大
学
大
学
院
歯
科
学
総
合
研
究

科
・
特
任
教
授　

丸
山
征
郎
先
生
の
「
鍼
灸

に
対
す
る
現
代
医
学
の
期
待
と
夢
」
で
は
、

滑
ら
か
な
連
続
反
応
で
あ
る
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

反
応
を
利
用
し
た
鍼
灸
治
療
に
期
待
し
た
い

と
い
う
こ
と
、
株
式
会
社
コ
パ
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
代
表
取
締
役　

吉
村
康
輔
氏
に
よ

る
「
売
の
極
意
術
～
ヒ
ト
へ
の
『
魅
力
』
の

伝
え
方
～
」
で
は
、
営
業
の
本
質
と
は
「
モ

ノ
を
売
る
」
の
で
は
な
く
、「
お
客
様
の
目
標

を
達
成
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。
業
界
や
職
種
は
違
う
が
、
営
業

で
あ
れ
ば
お
客
様
、
教
育
で
あ
れ
ば
学
生
に
、

臨
床
に
お
い
て
は
患
者
様
に
と
、
本
質
は
共

通
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
ど
の
様
に
還
元
で
き
る

か
を
、
進
取
の
精
神
で
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

台
風
五
号
が
近
づ
く
暑
い
鹿
児
島
で
、
充

実
し
た
四
つ
の
講
演
と
綺
麗
な
風
景
、
美
味

し
い
食
べ
物
と
飲
み
物
を
堪
能
し
た
熱
い
二

日
間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
研
修
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
柔
整
科
教
員
研
修
会in 

岡
山
】

柔
道
整
復
科
教
員　

荷
田 

翼

　

私
た
ち
柔
道
整
復
科
教
員
は
八
月

十
九
・
二
十
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
岡
山
で
開

催
さ
れ
た
柔
道
整
復
学
校
協
会
主
催
の
教
員

研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
一
日
目
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
武
庫
川

女
子
大
学
・
北
口
勝
也
教
授
に
よ
る
「
発
達

障
害
の
あ
る
学
生
へ
の
指
導

－

応
用
行
動
分

析
の
視
点
か
ら

－

」
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
ま

た
分
科
会
で
は
本
校
の
細
野
昇
校
長
に
よ
る

「
教
科
書
を
有
効
活
用
す
る
教
育
方
法
」
や
、

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
本
校
職
員
で
あ

る
本
多
修
二
、
中
村
尚
志
、
赤
岡
志
保
の
三

名
が
研
究
発
表
を
行
い
、
他
校
の
先
生
方
と

も
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。
二
日

目
に
は
岡
山
済
生
会
総
合
病
院
脳
神
経
外
科
・

中
島
正
明
主
任
医
長
に
よ
る
「
高
齢
化
社
会

に
お
け
る
脳
神
経
外
科
医
と
柔
道
整
復
師
の

役
割
」
と
牧
田
総
合
病
院
脳
神
経
外
科
脊
椎

脊
髄
セ
ン
タ
ー
・
朝
本
俊
司
部
長
、
京
都
に

て
ハ
イ
ル
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
を
営
む
エ
ル
マ
ー
・

ヴ
ァ
イ
ン
マ
イ
ヤ
ー
さ
ん
（
流
暢
な
日
本
語

で
し
た
）
の
三
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

連
日
雨
模
様
の
東
京
か
ら
一
転
、「
晴
れ
の

国
」
岡
山
は
二
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
漆
黒
の
岡
山
城
は
澄
ん
だ
青
空
に
よ

く
映
え
る
堂
々
た
る
風
格
で
、
教
員
の
理
想

像
の
よ
う
な
た
た
ず
ま
い
に
身
の
締
ま
る
思

い
の
し
た
二
日
間
で
し
た
。

同
好
会
活
動
写
真

同
好
会
一
覧

天
晴
れ
の
会

活
動
‥
実
技
の
授
業
で
は
教
わ
ら
な
い
、
臨
床

で
扱
う
固
定
材
料
や
固
定
法
な
ど
を
学

ぶ
。

呉
竹
山
岳
会

活
動
‥
登
山
を
通
じ
て
の
自
然
保
護
活
動
の
啓

蒙
。
外
傷
の
応
急
処
置
方
な
ど
も
学
ぶ
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ

活
動
‥
学
校
周
辺
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
ラ
ン
ニ
ン

グ
前
後
の
ケ
ア
方
法
研
究
法
。
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
出
場
な
ど
。

Ｊ
Ｍ
Ｃ
お
灸
男
子
＆
女
子
の
会

活
動
‥
呉
竹
医
学
会
や
東
洋
療
法
学
術
大
会
に

向
け
た
灸
に
関
す
る
研
究
活
動
。
台
座

灸
を
用
い
た
セ
ル
フ
ケ
ア
の
習
得
な
ど
。

フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会

活
動
‥
体
育
館
な
ど
を
借
り
て
フ
ッ
ト
サ
ル
を

行
い
、
学
科
問
わ
ず
進
行
を
深
め
て
い

る
。

柔
道
同
好
会

活
動
‥
毎
週
火
・
金
曜
日
に
柔
道
場
で
活
動
。

試
合
に
向
け
た
練
習
を
し
て
い
る
。
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呉竹道場会員募集！
只今、呉竹道場では、会員を募集しています。見学・体験（無料）

を希望される方は、お気軽にお問い合わせください。体験当日の柔道
衣はこちらで用意致します。 

【対象者】小学校 2 〜 6 年生
【曜　日】毎週火・金曜日（祝日および休校日はお休みです）
【時　間】午後 5 時 30 分から 7時 30 分まで
【費　用】	 ・月毎の会費 3,000 円

	 ・入会金 2,000 円
その他：	 柔道衣代、ゼッケン代、全日本柔道連盟登録料、
	 スポーツ安全保険料　等

【問合せ】℡ 048-658-0001

最新の学校情報は学校ブログ・ＳＮＳで配信しています。
Facebook では呉竹会情報を発信中ですのでぜひご登録下さい！

Facebook　@kuretakeiryo で検索！

編
集
後
記

　
「
く
れ
た
け
」
第
五
号
の

発
刊
に
あ
た
り
、
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
会
員
・
関
係
者
の

皆
様
に
、
ま
ず
は
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
、
年
々
誌
面

が
充
実
し
、
こ
の
時
期
記
事

の
編
集
を
す
る
の
も
楽
し
み

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
大
き

く
反
響
を
頂
い
て
い
た
大
宮

ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
と
の
イ
ベ

ン
ト
を
一
面
に
掲
載
致
し
ま

し
た
。
地
域
に
根
付
い
た

フ
ァ
ン
が
多
い
だ
け
に
、
多

く
の
地
元
の
人
々
と
接
す
る

機
会
を
頂
け
た
こ
と
は
、
学

生
に
と
っ
て
も
非
常
に
良
い

経
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
も

反
映
し
、
よ
り
一
層
励
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
「
く
れ
た
け
」

な
ら
び
に
呉
竹
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

事
務　

柳
田 

明
彦

発行所　呉竹医療専門学校　呉 竹 会
〒 330-0854
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平成 28 年度　事業報告
月　日 摘　　要 内　　容

平成 28 年
4 月 2 日

入学式出席 福島会長

会員名簿作成 新規会員 169 名、総会員数 1,217 名

4 月 17 日 定期総会の開催
平成 28 年度理事の選任
平成 27 年度事業報告・会計報告
平成 28 年度事業計画・予算

一般教養講座の開催
『伝統的な日本語』講師　小野 敬好
総会及び一般教養講座参加者 47 名
卒業生 18 名、在校生 5 名、教職員 24 名

第 4 回同窓会の開催
パレスホテル大宮　参加者 99 名
卒業生 68 名、在校生 5 名、教職員 26 名

8 月 17 日
全国柔道整復学校協会
柔道大会

大会用柔道着寄贈、壮行会の開催

10 月 16 日 呉竹祭の開催
来場者数 210 名、ｸﾗｽｲﾍﾞﾝﾄ　20 ｸﾗｽ
ﾁｬﾘﾃｨｰ募金 42,321 円、鍼灸体験（埼鍼会協賛）

理事会の開催
呉竹会報「くれたけ」の掲載内容
平成 28 年度公開講座について
同窓会参加促進及び学校の近況報告

10 月 21 日 呉竹医学会協賛（横浜校開催）抄録の印刷

11 月 6 日 公開講座の開催（1 回目）

医療現場における感染症対策
～ HIV 看護を通して～

講師：池田和子先生　参加者 16 名
一次性頭痛に対する鍼治療効果
　講師：菊池友和先生　参加者 25 名

12 月 4 日 公開講座の開催（2 回目）
病気にならない身体作りⅡ
　講師：竹井真澄先生　参加者 78 名

平成 29 年
1 月 22 日

公開講座の開催（3 回目）
柔道整復とスポーツ
　講師：藤井英之先生　参加者 55 名

3 月 16 日 卒業式出席 春山副会長

3 月 18 日 理事会の開催

会長、副会長及び監事の選出、新任役員の選任
平成 28 年度事業報告案・決算見込の報告
平成 29 年度事業計画・予算案の検討
定期総会実施要項等の検討

平成 28 年度　決算報告書
（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日）

　収入の部	 （単位：円）

費　目 予算 決算 増減 備　考
1. 前期繰越金額 22,663,177 22,649,257 13,920
2．会費 5,100,000 5,070,000 30,000 新入会 169 名
3．預金利息 4,000 299 3,701

収入合計 27,767,177 27,719,556 47,621

　支出の部	 （単位：円）

費　目 予算 決算 増減 備　考
１．運営費 750,000 34,200 715,800

(1) 消耗品費 50,000 6,480 43,520 会報誌取材
手土産代

(2) 通信費 200,000 0 200,000 会報は H29/4 発行
(3) 印刷費 350,000 0 350,000 同上
(4) 交通費 80,000 27,720 52,280 会議等交通費
(5) 会議費 50,000 0 50,000
(6) 雑費 20,000 0 20,000

２．活動費 4,280,000 3,135,670 1,144,330
(1) 総会費 700,000 820,000 -120,000 ﾊﾟｰﾃｨｰ費用含む
(2) 呉竹祭費 1,200,000 997,184 202,816
(3) 学校行事

協賛金 600,000 270,303 329,697 柔道大会・
公開講座

(4) 表彰費 150,000 75,600 74,400 呉竹会賞記念品
(5) 慶弔費 100,000 20,000 80,000
(6) 学術研究費 350,000 150,503 199,497 医学会抄録負担金
(7) 同好会

補助費 180,000 180,000 0 9 同好会

(8) 図書等
寄贈費 1,000,000 622,080 377,920

３．次期繰越金　 22,737,177 24,549,686 -1,812,509

支出合計 27,767,177 27,719,556 47,621

財産目録（平成 29 年 3 月 31 日現在）

項　　目 残　　高 項　　目 残　　高

普通預金 29,169,686 前受金（会費） 4,620,000

次期繰越金 24,549,686

合　　計 29,169,686 合　　計 29,169,686

 （単位：円）

呉竹医療専門学校  教育理念・目的・目標・育成人材像

　呉竹医療専門学校では次のような理念等を掲げ、教育活動に取
り組んでいます。

【教育理念】医の東西を問わず豊かな知識と技術を備え、全人的医
療を施すことのできる医療人を育成すること。

【教育目的】本校は、はり師、きゅう師、あん摩マッサージ指圧師、
柔道整復師を養成するにあたり、それぞれに必要な高度の専門知
識及び技術を授け、国民の保健衛生の増進に寄与するとともに、
広く社会に貢献する有為の人材を育成することを目的とする。

【教育目標】全人的医療を施すことができる医療人を育成するため
に、卒前・卒後を一貫した教育体系として捉え、教育施設並びに
附設する医療施設を有機的に活用しながら、東西医療への理解を
深めると同時に医療実践能力を修得する完結的教育を施していく。
また、知識・技術の修得と併せて人格形成の教育にも力を注ぐい
でいくことを本校の教育目標とする。

【育成人材像】⑴責任ある規律正しい生活ができるとともに、豊か
な人間性を有し医療の現場において病める人々に、慈しみと共感
を持って接することができる、医療人としてふさわしい人材。⑵
教養及び基礎医学知識並びに専門知識を身につけた人材。⑶医療
を通じて社会に貢献できる人材。⑷医療に関する知識・技術の進
歩に貢献できる人材。
⑸医療連携を実施し、患者本位の施術を行える人材。⑹社会の要
請を的確に把握し、生涯にわたり自己研鑽できる人材。


